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１ 令和７年度の施策の重点 

 文化財の保存･活用においては、未指定を含む多様

な文化財を総合的・一体的に把握し、保存・活用を

進めるために文化財保存活用地域計画を作成した。 

向山古墳群は、国の史跡指定に向けて第 16 号墳の

発掘調査などの準備を進める。史跡山中城跡は、令

和４年度に作成した保存活用計画に従い、事業を進

める。とくに、令和元年の台風 19 号や令和３年の長

雨で被災した箇所について、国・県の補助を受けて

復旧事業を進める。 

  郷土資料館は、企画展や郷土教室等の教育普及事業

を実施する。その他、地域にある文化財の散逸を防

ぐため、個人・団体・学校等の所有する未指定を含

む文化財の把握を進める。 

２ 文化財保護 

文化財は、わが国の歴史、文化等の正しい理解の

ため欠くことのできないものであり、かつ、将来の

文化の向上発展の基礎をなすものである。しかし、

開発、災害、社会状況の変化により散逸・滅失の危

機にあり、行政の施策を通じて、その保存と活用を

図ることが必要である。 

現在三島市では、開発に伴う埋蔵文化財の発掘調

査、指定文化財の保護と現状の把握、山中城跡など

の遺跡（史跡）の調査や維持管理、文化財指定候補

物件の調査、各種啓発活動等を実施している。 

(1) 文化財保護審議委員会

三島市文化財保護審議委員会委員名簿 

任期 R5.12.1～R7.11.30 

職  名 氏  名 専 門 分 野 

委 員 長 魚 尾 孝 久 国 文 学 

副委員長 佐 藤 孝 子 美術･工芸・民俗 

委  員 太 田 新 之 介 建   築 

委  員 河 内 え り 子 絵   画 

委  員 廣 瀬 進 分子生物学・遺伝学 

委  員 増 島 淳 地質・自然 

委  員 袴 田 稔 考   古 

委  員 近 藤 亘 歴   史 

委  員 櫻井 祥行 歴   史 

委  員 笹原 千賀子 考古・歴史 

令和６年度は審議委員会を２回開催し、各種文化

財に関する審議を実施した。 

(2) 箱根旧街道・推定平安鎌倉古道管理事業

ア 箱根松並木の保護保存

江戸時代の東海道を偲ぶ大切な文化財として、

箱根松並木を含む箱根旧街道の７区間が平成 16 年

10月に国指定史跡となった。 

松毛虫防除のための薬剤散布（５月）、コモまき

（11～３月）、枯木の伐採等により、松並木全体の

安全管理と健全な育成に努めた。 

イ 箱根旧街道の管理

箱根旧街道石畳の保存を図るため、山中新田、

笹原新田、市山新田各地区の下草刈りを行った。

また、山中新田願合寺地区石畳の景観維持のため、

雨水とともに流入した土砂の搬出業務を実施した。 

ウ 推定平安鎌倉古道の管理

近世東海道が整備される以前の街道で、平安時

代から室町時代まで利用された古道であり、その

保存を図るため、元山中地区に委託して下草刈り

を行った。 

(3) 史跡山中城跡保存活用事業

昭和９年１月、国指定史跡となった史跡山中城跡

は、昭和 56 年の史跡公園としての開園以降、広く市

民に親しまれている。現在は令和４年度に作成した

史跡山中城跡保存活用計画に従って事業を進めてい

る。その中で、史跡環境を維持するための外部委託

による雑木雑草の除去や芝生の維持管理業務、樹木

刈込み業務、三の丸堀東側等の樹木伐採業務を実施

した。 

・災害復旧事業

令和元年の台風 19 号により８地点で堀法面の崩落

やこれによる土砂の流入が発生した。国・県の補助

を受け復旧工事を実施していたが、令和３年７月の

大雨により再度被災したため工事を中止した。崩落

を繰り返さないため、令和６年度は三ノ丸西堀での

法面復旧と田尻の池北側法面復旧及び排水路整備、

三ノ丸西堀末端の浚渫工事を行った。

(4) 歴史的風致維持向上計画推進事業（郷土資料館）

「三嶋大社例大祭とつけ祭り」、「三島市の特徴的
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な地域信仰」等を歴史的風致と定め、これらの歴史

的資源を積極的に活用した三島らしいまちづくりを

推進している。令和６年度は、次年度に第２期計画

を策定する予定のため、各種行事の取材、調査を行

った。 

(5)日本遺産魅力発信推進事業 

  「日本遺産」は、地域に点在する有形・無形の文

化財をパッケージ化して日本の文化・伝統を語るス

トーリーを文化庁が認定する仕組みで、「箱根八里」

は平成 30 年に県内初の認定を受けている。箱根八里

街道観光推進協議会（三島市、神奈川県小田原市、

神奈川県箱根町、函南町）が主体となって各種の事

業を推進している。令和６年度は日本遺産フェステ

ィバルで箱根八里の紹介を行ったほか、一般財団法

人アールビーズスポーツ財団の主催した東海道ウォ

ークにおいてガイドを実施した。 

(6) 向山古墳群整備活用事業

向山古墳群は前方後円墳２基、円墳 12 基が現存し

ており、県指定文化財（史跡）に指定され、第 16 号

墳以外は公園として一般に公開されている。古墳時

代前期から後期前半にかけて築造された古墳群とし

ては、その基数、群の規模、墳丘の遺存状況からみ

て、県内屈指のものである。現在は国指定史跡への

意見具申に向けて第 16 号墳の発掘調査によるデータ

蓄積を進めている。 

令和６年度は未整備の第 16 号墳の発掘調査と維持

管理としての下草刈りを行った。また、向山古墳群

整備調査検討委員会にて発掘現場の確認や今後の調

査方針について検討を行ったほか、近隣住人向けの

現地説明会を実施した。 

(7) 埋蔵文化財発掘調査及び調査報告書の発行

三島市では、埋蔵文化財が所在する周知の遺跡とし

て、487 ヶ所を「三島市遺跡地図」に記載している。

これらの遺跡は、我々の祖先の生活や文化を伝える

大切な資料であるので、土木工事等の開発事業が行

われる場合には、保護保存を大前提に発掘調査等を 

実施し、記録保存に努めている。発掘調査の内容は、

「三島市埋蔵文化財発掘調査報告 補助事業版第 10

号」、「三島市文化財年報第 36 号」にまとめて刊行し

た。 

 令和６年度における埋蔵文化財発掘調査の概要は、

別表「令和６年度 確認・発掘調査事業一覧表」の

とおりである。 

(8) 文化財保存活用地域計画作成事業

未指定を含む多様な文化財を総合的・一体的に把握

し、保存・活用を進めるために文化財保存活用地域計

画の作成を進め、令和６年 12 月に文化庁長官の認定

を得た。計画書及び概要版の発行を進め、周知に努め

た。 

(9) 指定無形民俗文化財への補助

  静岡県指定無形民俗文化財「三島囃子」を伝承す

る三島囃子保存会に対し、活動に係る事業費の一部

を補助した。 

 

(10) 国指定重要文化財への補助

国及び県支出金を伴う補助金で、三嶋大社所有の国

指定重要建造物「三嶋大社本殿、幣殿及び拝殿」の

耐震補強事業の事業費の一部を補助した。事業期間

は令和５～９年度と計画されている。 

また、本殿等に設置した自動火災報知設備保守点

検費用の一部への補助を継続した。 



(11) 国･県･市指定文化財、国登録有形文化財

指定文化財件数　 令和7年5月1日現在（単位：件）

国指定 県指定 国登録 合　計

1 ― 9 17

絵 画 2 2 ― 14

彫 刻 1 1 ― 4

工 芸 品 11 5 ― 19

書 跡 3 ― ― 3

典 籍 ― 2 ― 8

古 文 書 1 ― ― 2

考 古 資 料 ― ― ― 5

歴 史 資 料 ― ― ― 4

― 2 ― 2

3 1 ― 5

1 ― ― 1

2 1 ― 12

25 14 9 96

登録有形文化財一覧

No. 建築年代等

1 昭和６年

2 昭和６年

3 大正15年

5 明治中期

6 明治初期

7 明治初期

8 昭和５年

9 明治25年

H12.10.18

H18.10.18

H18.10.18

H18.10.18

類　型

江戸末期大宮町2－5－16

―

1

木造平屋建、瓦葺

H18.10.18

H19.5.15

三島市には数多くの文化財が残っている。

指定年月日

H9.11.5

H9.12.12

県指定文化財は14点あり、絵画2件、彫刻

2

5

所在地

一番町15－6

中央町4－16

東本町2－5－24鉄筋コンクリート造2階建

土蔵造及び石造2階建、瓦葺

木造２階建、瓦葺

木造２階建、銅板葺

中央町4－16

丸平商店土蔵

丸平商店店舗

梅御殿

(旧河合家住宅主屋)

木造四脚門袖塀付、瓦葺

―

48

俗民

名 勝

4

7

構造及び形式

無 形 民 俗

史 跡

合　計

有
形
文
化
財

記
念
物

隆泉苑 中田町1－43

木造２階建、鉄板葺

中田町1－43

三嶋暦師の館

市指定

10

6

美
術
工
芸
品

建 造 物

国指定文化財は25件（実指定24件）あり、建
造物1件、絵画2件、彫刻1件、工芸品11件、
書跡3件、古文書1件、史跡3件、名勝1件、天
然記念物2件となっている。また、9件の建
造物が国登録有形文化財となっており、伝統
的木造工法による建造物や三嶋大社周辺に

1件、工芸品5件、典籍2件、史跡1件、

なっている。市指定文化財は48点あり、建
造物7件、絵画10件、彫刻2件、工芸品3
件、典籍6件、古文書1件、考古資料5
件、歴史資料4件、史跡1件、天然記念物

天然記念物1件、無形民俗文化財2件と

R1.12.5

建てられた商店などが登録されている。 　9件となっている。

旧三島測候所庁舎

名称

1

懐古堂ムラカミ屋

9

旧小松宮別邸桜御殿 木造２階建、瓦葺 一番町2682－1

3

―

4

隆泉苑表門

天 然 記 念 物

大社町18－5

木造平屋建、瓦葺

－33－



国･県･市指定文化財一覧表

区
分

番
号

種  別 名 称 員 数
所　有　者
管　理　者

所 在 地 指定年月日

1 重文建造物  三嶋大社本殿、幣殿及び拝殿 1棟 三 嶋 大 社 大 宮 町 H12.5.25

2 重 文 絵 画  絹本著色日蓮上人像 1幅 妙 法 華 寺 玉 沢 T8.8.8
3 重 文 絵 画  絹本著色十界勧請大曼荼羅図(絵曼荼羅) 1幅 妙 法 華 寺 玉 沢 T9.4.15

4 重 文 彫 刻  木造大日如来坐像 1躯 佐 野 美 術 館 中 田 町 M32.8.1

5 国宝工芸品  梅蒔絵手箱 1具 三 嶋 大 社 大 宮 町 S27.11.22

6 国宝工芸品  薙刀　銘備前国長船住人長光造 1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S32.2.19

 短刀　表ニ 三島大明神他人不与之

 裏ニ 貞治三年藤原友行　ノ銘アリ

8 重文工芸品  太刀　銘宗忠 1口 三 嶋 大 社 大 宮 町 M45.2.8

 脇指　銘 表ニ 相模国住秋義 伊豆三島大明神

   裏ニ 奉拝佐藤松千代貞成

10 重文工芸品  太刀　銘長元 1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S27.3.29
11 重文工芸品  秋草文黒漆太刀　中身銘豊後国行平作 1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S28.11.14

12 重文工芸品  刀 　朱銘義弘(名物松井郷)　本阿(花押) 1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S29.3.20

13 重文工芸品  短刀　銘国光 1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S32.2.19

 刀 　金象嵌銘備前国兼光(名物大兼光)

 本阿弥(花押)

15 重文工芸品  刀 　無銘正宗 1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S36.2.17

16 重 文 書 跡  注法華経(開結共) 日蓮自注 10巻 妙 法 華 寺 玉 沢 S27.7.19

17 重 文 書 跡  撰時抄　日蓮筆 5巻 妙 法 華 寺 玉 沢 S27.7.19

18 重 文 書 跡  般若心経(源頼家筆) 1巻 三 嶋 大 社 大 宮 町 H6.6.28

19 重文古文書  三嶋大社矢田部家文書 592通
三 嶋 大 社
矢 田 部 盛 男

大 宮 町 H6.6.28

 箱根旧街道　（錦田一里塚） T11.3.8

　（箱根旧街道　追加指定） H16.10.18

 山中城跡　（98,183.00㎡） S9.1.22

 （19,673.91㎡　追加指定） S54.3.20

22 史　  跡  伊豆国分寺塔跡 1遺跡 伊 豆 国 分 寺 泉 町 S31.5.15

23 名　 　勝
 楽寿園（指定地域は小浜池とその周辺、常盤の森
等）

― 三 島 市 一 番 町 S29.3.20

24 天然記念物  三島神社のキンモクセイ 1本 三 嶋 大 社 大 宮 町 S9.5.1

25 天然記念物
 楽寿園（指定地域は小浜池とその周辺、常盤の森
等）

― 三 島 市 一 番 町 S29.3.20

区
分

番
号

種　　別 名 称 員 数
所  有  者
管  理  者

所 在 地 指定年月日

1 絵　  画  紙本著色白隠自画像 1幅 龍 澤 寺 沢 地 S45.6.2

2 絵　  画  楽寿館・楽寿の間絵画 210面 三 島 市 一 番 町 S55.11.28

3 彫　  刻  木造阿弥陀如来立像 1躯 ― ― H25.11.19

4 工　芸　品  刀　銘繁慶 1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S30.4.19

5 工　芸　品
脇差　銘　肥前国住武蔵大掾藤原忠廣寛永五年戌
辰二月吉祥日　鍋島家中　神代民部少輔内　小田
治部左衛門尉貞次

1口 佐 野 美 術 館 中 田 町 S32.5.13

6 工　芸　品

 刀
 銘表越後幕下士大村加ト慰指図鍛治欲聞　九百年
 中之物語
 裏正保三　二月吉日予非鍛治真十五枚
甲状有不折不巻之徳

1口 ― ― S33.4.15

 刀　銘荘司筑前大掾大慶藤直胤(花押)

 　　天保二年仲秋イツ(刻印)

8 工　芸　品  三十六歌仙図刺繍額 12面 三 嶋 大 社 大 宮 町 H27.3.13

9 典　  籍  聚分韻略 1冊 日 本 大 学 文 教 町 S52.3.18

10 典　  籍  日本書紀並びに具書
6巻
6軸

三 嶋 大 社 大 宮 町 S55.11.28

11 無 形 民 俗  三嶋大社のお田打 ―
三嶋大社のお田打
奉 仕 者

大 宮 町 S47.3.24

12 無 形 民 俗  三島囃子 ― 三島囃子保存会 川原ヶ谷 H3.3.19

13 史  跡
 向山古墳群 (3～15号墳）

 （16号墳追加指定）
1遺跡 三 島 市

谷 田
北 沢

H11.3.15
H28.3.18

14 天然記念物  御嶽神社の親子モッコク 2本 御 嶽 神 社 青 木 S46.3.19

7

20

重文工芸品

三 島 市

14

21

史  跡

史  跡 1遺跡

1遺跡
箱 根 町
三 島 市
函 南 町

佐 野 美 術 館 中 田 町

国

指

定

9

山中新田

1口

重文工芸品

S41.3.22

令和7年5月1日 現在

三 嶋 大 社 大 宮 町 T9.4.15

大 宮 町

S34.6.27

三 嶋 大 社 大 宮 町

1口

1口

重文工芸品

県

指

定

M44.4.17三 嶋 大 社

三 島 市

7 工　芸　品 1口

-34-



区
分

番
号

種　　別 名 称 員 数
所  有  者
管  理  者

所 在 地 指定年月日

1 建 造 物
 三嶋大社 舞殿､神門及び
 それに属する彫刻

2棟 三 嶋 大 社 大 宮 町 S41.2.7

2 建 造 物  玉澤妙法華寺庫裡 1棟 妙 法 華 寺 玉 沢 S41.2.7
3 建 造 物  楽寿園内楽寿館 1棟 三 島 市 一 番 町 S49.11.20
4 建 造 物  玉澤妙法華寺中鐘楼 1棟 妙 法 華 寺 玉 沢 S54.12.1
5 建 造 物  圓明寺表門(伝樋口本陣表門) 1棟 圓 明 寺 芝 本 町 S63.1.21

6 建 造 物
 経王山　妙法華寺伽藍　大書院・本堂
・祖師堂・奥書院・中門・忠霊殿

6棟 妙 法 華 寺 玉 沢 H15.5.8

7 建 造 物  禅叢寺鐘楼門 1棟 禅 叢 寺 玉 川 H22.3.10

8 絵　　 画  小沼満英筆　三島宿場風俗絵屏風
6曲
1双

三島信用金庫 芝 本 町 S41.2.7

9 絵　　 画  栗原忠二画｢月島の夕｣ 1点 郷 土 資 料 館 一 番 町 S55.10.8

10 絵     画  梅御殿装飾絵画
6点
10面

三 島 市 一 番 町 H3.3.4

11 絵　　 画  下田舜堂画｢朝焼けの富士｣ 1点 三 島 市 北 田 町 H5.3.4
12 絵　　 画  下田舜堂画｢小浜池｣ 1点 三 島 市 北 田 町 H5.3.4
13 絵　　 画  細井繁誠画｢月と芋畑｣ 1点 三 島 市 大 宮 町 H7.3.1
14 絵　　 画  杉本英一画｢絵画教室｣ 1点 三 島 市 大 宮 町 H7.3.1
15 絵     画  芹沢晋吾画｢農夫｣ 1点 三 島 市 大 宮 町 H19.1.10
16 絵     画  大沼貞夫画｢日輪ボロブドゥール幻想｣ 1点 三 島 市 大 宮 町 H22.3.10

17 絵     画
 大沼貞夫画｢魔性と仏性
 (ボロブドゥール考)A･B｣

2点 三 島 市 一 番 町 H22.3.10

18 彫　　 刻  金剛力士像（阿形像、吽形像) 1対 妙 法 華 寺 玉 沢 S57.2.23
19 彫　　 刻  光安寺　鼻取り地蔵 1躯 光 安 寺 日 の 出 町 S62.3.19
20 工　　 芸  龍澤寺隠寮内入江長八鏝細工 ― 龍 澤 寺 沢 地 S41.2.7
21 工　　 芸  織部灯籠 1基 樋 口 家 南 本 町 S41.2.7

22 工     芸  三四呂人形 36点
個 人 蔵
郷 土 資 料 館

一 番 町
S58.10.7
H18.1.11

23 典     籍
 河合家所蔵
 三嶋暦及び同版木並びに関係文書

428点
河 合 家
関 守 敏
(郷土資料館)

大 宮 町

一 番 町

S41.2.7
H18.1.11
R5.11.29

24 典     籍
 秋山家所蔵　秋山富南古文書
 原本豆州志稿 他７

20冊
・1枚

秋 山 家
郷 土 資 料 館

安 久
一 番 町

S43.10.1

25 典     籍  樋口家所蔵　三島宿本陣関係資料 68冊 郷 土 資 料 館 一 番 町 S45.2.14

26 典     籍  世古文書
11冊附
書簡

世 古 家
(郷土資料館)

相 模 原 市
一 番 町

H14.3.1

27 典     籍
 落合家文書｢天正十八年『豆州君澤
 郡中嶋郷御縄打水帳』外　地方文
 書｣

436点 郷 土 資 料 館 一 番 町 H21.10.15

28 典     籍  接待茶屋関係文書 10点 郷 土 資 料 館 一 番 町 H23.3.9
29 古 文 書  天正十八年　豊臣秀吉掟書 １点 郷 土 資 料 館 一 番 町 H25.3.6
30 考 古 資 料  市ヶ原廃寺塔心礎 １基 祐 泉 寺 大 社 町 S41.2.7
31 考 古 資 料  光安寺板碑 １基 光 安 寺 日 の 出 町 H2.3.6
32 考 古 資 料  向山古墳出土遺物(鉄製品) 41点 三 島 市 大 宮 町 H3.3.4
33 考 古 資 料  吊手土器 １点 三 島 市 大 宮 町 H4.3.3
34 考 古 資 料  箱根田遺跡出土祭祀関係遺物 70点 三 島 市 大 宮 町 H15.5.8

35 歴 史 資 料  扁額｢三島黌｣ 3点
郷 土 資 料 館
東 小 学 校

一 番 町
東 町

H9.3.5

36 歴 史 資 料 「豆州伊豆佐野村」絵図 1点 個 人 蔵 佐 野 H12.3.1
37 歴 史 資 料  花島家資料 136点 郷 土 資 料 館 一 番 町 H15.5.8
38 歴 史 資 料  接待茶屋関係調度品大茶釜外3点 4点 郷 土 資 料 館 一 番 町 H23.3.9
39 史　　 跡  千枚原遺跡 1遺跡 三 島 市 千 枚 原 S46.5.4
40 天然記念物  愛染院跡の溶岩丘 ― 三 島 市 一 番 町 S41.2.7
41 天然記念物  神明宮神社社叢 境内 神 明 宮 神 社 御 園 S60.11.11
42 天然記念物  中のカシワ 1本 三 島 市 中 S60.11.11
43 天然記念物  願成寺　クス 2本 願 成 寺 川 原 ヶ 谷 S60.11.11
44 天然記念物  耳石神社　イタジイ 1本 耳 石 神 社 幸 原 町 S60.11.11
45 天然記念物  三嶋大社社叢 境内 三 嶋 大 社 大 宮 町 H3.3.4
46 天然記念物  矢立の杉 1本 駒形･諏訪神社 山 中 新 田 H4.3.3
47 天然記念物  鏡池横臥溶岩樹型 1箇所 三 島 市 一 番 町 H26.10.9
48 天然記念物  白滝公園溶岩塚 1箇所 三 島 市 一 番 町 R1.10.22

市

指

定
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1
宅地造成工事
株式会社アスニシア

南二日町
青木原遺跡第21地点

令和6年4月17日
～5月24日

132.00㎡ 確認調査 弥生～中世
有

土器・青銅器

2
駐車場造成工事
個人事業主

新谷
蔵地原遺跡第17地点

平成36年4月25日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世 無

3
個人住宅建築工事
個人事業主

東町
上才塚遺跡第37地点

平成36年4月25日 2.40㎡ 確認調査 奈良～近世 無

4
個人住宅建築工事
個人事業主

八反畑
鶴喰広田遺跡第17地点

平成36年4月26日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世 無

5
不動産売買
有限会社アイ企画

八反畑
鶴喰広田遺跡第18地点

平成36年6月12日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世 無

6
建売住宅建築工事
株式会社東栄住宅

梅名
宮城遺跡第8地点

平成36年6月19日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世 無

7
個人住宅建築工事
個人事業主

中島
栗林遺跡第8地点

平成36年6月20日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世 無

8
個人住宅建築工事
個人事業主

八反畑
鶴喰広田遺跡第19地点

平成36年7月4日 8.00㎡ 確認調査 弥生～中世
有

土器・遺構

9
個人住宅建築工事
個人事業主

中島
西遺跡第15地点

平成36年7月24日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世
有
土器

10
集合住宅建設工事
個人事業主

中島
西遺跡第16地点

令和6年7月31日～8月2日、
10月8日、10日

32.00㎡ 確認調査 弥生～中世
有

土器・遺構

11
不動産売買
株式会社アスナロカン

泉町
伊豆国分寺跡第32地点

令和6年8月21日、22日 8.00㎡ 確認調査 奈良～近世 無

12
個人住宅建築工事
個人事業主

東本町
上才塚遺跡第38地点

平成36年8月23日 4.00㎡ 確認調査 奈良～近世
有
遺構

13
個人住宅建築工事
個人事業主

大社町
市ヶ原廃寺第14地点

平成36年9月4日 4.00㎡ 確認調査 奈良～近世 無

14
個人住宅建築工事
個人事業主

新谷
蔵地原遺跡第18地点

平成36年9月5日 4.00㎡ 確認調査 弥生～近世 無

15
個人住宅建築工事
個人事業主

谷田
初音ヶ原B遺跡第24地点

平成36年9月11日 4.00㎡ 確認調査 旧石器・縄文 無

16
ソーラーパネル設置工事
大和グリーンエネルギー株式会社

玉沢
天台C遺跡第2地点

令和6年11月6日
～11月27日

68.00㎡ 確認調査 旧石器・縄文 有
遺構・黒曜石・土器

17
個人住宅建築工事
個人事業主

中島
中島B遺跡第13地点

令和6年10月30日、11月７
日

8.00㎡ 確認調査 弥生時代～中世
有
土器

18 墳形確認
谷田
向山古墳群第25地点

令和6年9月19日
～10月31日

24.00㎡ 確認調査 古墳 有

19
個人住宅建築工事
個人事業主

南本町
三島御殿跡第16地点

平成36年11月13日 4.00㎡ 確認調査
弥生・古墳・平安・

近世
有
土器

20
個人住宅建築工事
個人事業主

八反畑
鶴喰広田遺跡第20地点

平成36年11月28日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世 無

21
個人住宅建築工事
個人事業主

塚原新田
北原遺跡第6地点

平成36年12月19日 4.00㎡ 確認調査 旧石器～縄文 無

22
残土処理場及び資材置場建設工事

倉田商事株式会社
谷田
夏梅木遺跡第5地点

平成37年1月23日 4.00㎡ 確認調査 弥生 無

23
宅地造成工事
セキスイハイム東海株式会社

徳倉
反畑遺跡第20地点

令和7年2月5日、6日 16.00㎡ 確認調査 縄文～近世
有

土器・黒曜石

24
個人住宅建築工事
個人事業主

北田町
三島代官所跡第7地点

令和7年2月19日 8.00㎡ 確認調査 奈良～近世 無

25
宅地造成工事
住起産業株式会社

中
壱町田遺跡第5地点

令和７年2月26日
～2月27日

20.00㎡ 確認調査 弥生～中世
有
土器

26 墳形確認
谷田
向山古墳群第26地点

令和7年1月17日
～3月27日

36.00㎡ 確認調査 古墳 有

27
個人住宅建築工事
個人事業主

長伏
長伏遺跡第36地点

令和7年3月5日 4.00㎡ 確認調査 弥生 無

28
駐車場建設工事
医療法人社団静岡健生会

玉川
畦ナシ遺跡第8地点

令和7年3月12日、13日 12.00㎡ 確認調査 古墳～中世 無

29
建売住宅建築工事
株式会社東栄住宅

梅名
宮城遺跡第9地点

令和7年3月27日 4.00㎡ 確認調査 弥生～中世 無

有無と
種類

<別表>　令和６年度　確認・発掘調査事業一覧表

番号 事業名　事業主 所在地　遺跡名 調査期間 調査面積 調査方法 遺跡の時代
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